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【6.6.2.11】米国における意匠を対象にした無効資料調査                              

 

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

米国における意匠は、米国特許商標庁（以下、USPTO）に直接出願するルートとハーグ協定を経由

するルートが存在する。上記いずれのルートを経由しても米国国内における審査を経て登録となった意匠

については、USPTO が提供する PatFT、欧州連合知的財産庁（以下、EUIPO）が提供する

DesignView、または世界知的所有権機関（以下、WIPO）が提供する Global Design 

Database を使って調査することができる。それぞれのデータベースを比較すると、図面の一覧表示は、

DesignView および Global Design Database では行うことができるが、PatFT では行うことができな

い。米国意匠分類による検索は、PatFT および Global Design Database では行うことができるが、

DesignViewでは行うことができない。収録状況に関しては、PatFT が最も良好な収録状況である。米

国における無効資料調査において、効率的な調査の観点から図面の一覧表示を利用できないこと、お

よび、米国意匠分類を利用できないことは望ましくない。従って今回は、収録は若干劣るものの、米国意

匠分類による検索が可能で、かつ、図面の一覧表示が可能な Global Design Database を利用した

事例を紹介する。なお、Global Design Database においては、本来複数の米国意匠分類が付与さ

れているにも関わらず、一つの米国意匠分類しか収録されていない場合がある点に留意する。 

 

2）検索事例                                                                       

Global Design Database の検索画面は下記URL から接続することができる。 

http://www.wipo.int/designdb/en/ 

自社製品に近い米国意匠を発見した。この意匠を回避すること

も選択肢ではあるが、できれば無効化したい。 

Q 

http://www.wipo.int/designdb/en/
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◆調査目的および対象意匠 

調査対象例として下記の調査目的および対象意匠を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

◆予備検索・準備編 

米国における意匠を検索する場合、米国意匠分類とロカルノ分類を利用することができるが、米国意匠

分類はロカルノ分類比較して細分化された分類であるため、効率的な調査ができる利点がある。そこで

調査目的：開発した商品のデザインに類似する米国意匠が発見された。先行文献を探したい 

対象意匠：D0729273（出願日 2012年 11月 30 日） ※図面は下図 

調査対象国および地域：米国 

米国意匠分類：D14-491 
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今回は米国意匠分類を用いた検索を行うこととする。 

 

＜米国意匠分類の把握＞ 

検索を実施する前に適切な米国意匠分類を把握しておく必要がある。 

米国分類は、USPTO提供の Search Patent Classification Systems を利用することで確認でき

る。 

https://www.uspto.gov/web/patents/classification/ 

 

 

まず、Select Classification System において「USPC」を選択し、Enter Classification Symbol

に対象意匠に付与された【D14/491】を入力し、Select Content において「Schedule」を選択し、

Select output format において「HTML」を選択し、Submit をクリックする。 

 

 

 

https://www.uspto.gov/web/patents/classification/
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上記操作を行うと、D14/491 の定義が記載された以下のような一覧表が表示される。 

 

 

これにより D14/491 は下位層の矢印付きのアイコンであることがわかり、対象意匠に関連する分類であ

ることが確認できた。この分類を調査対象分類に設定した。 

 

◆実践編 

米国意匠に対する検索を行うために、Global Design Database にアクセスする。 

 

１ ２ ３ ４ ５
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＜検索タブの解説＞ 

１ 物品名、分類、意匠の説明中の KW

で絞り込むことができる 

4 出願日・登録日・公開日・優先日で絞り込みをす

ることができる。 

２ 保持者・創作者・代理人で絞り込むこと

ができる 

5 指定国・地域の選択をすることができる 

３ 出願番号・登録番号で検索することが

できる 

 

 

①「Design」のタブをクリックする。すると、以下のような検索画面が表示される。 

 

＜検索項目の解説＞ 

6 物品名 8 意匠の説明 

7 意匠分類  

 

②「Names」のタブをクリックする。すると、以下のような検索画面が表示される。 

６

７

８
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＜検索項目の解説＞ 

9 保持者 11 代理人 

10 創作者  

 

③「Numbers」のタブをクリックする。すると、以下のような検索画面が表示される。 

 

＜検索項目の解説＞ 

12 出願番号 13 登録番号 

 

④「Dates」のタブをクリックする。すると、以下のような検索画面が表示される。 

９

10

11

12

13
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＜検索項目の解説＞ 

14 出願日 16 公開日 

15 登録日 17 優先権主張日 

 

⑤「Country」のタブをクリックする。すると、以下のような検索画面が表示される。 

 

＜検索項目の解説＞ 

18 指定国 19 優先国 

 

これらの検索項目に適宜入力することで、所望の検索を実行することができる。 

 

調査事例 ＜無効資料調査＞ 

今回は米国意匠分類が D14-491 の米国意匠を調査対象とするため、まず下図のとおり検索スペース

「SEACH BY」の①「Design」のタブを選択した上で、「Design Class」において Design Class (US)

を選択する。なお、米国意匠分類は米国のみで使用されているため別途、米国意匠を選択するような

14

15

16

17

18

19
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操作は必要ない。 

 

 

 

次に、「Design Class」に【D14-491】を入力し、検索スペースの下部にある「search」をクリックする。 

 

 

「公開日」を無効化したい意匠の出願日（または優先日）以前とする。 

まず、下図のとおり検索スペース「SEACH BY」の②「Dates」のタブを選択し、 「Publication」を「All 

Dates Before」に設定した上で、「2012年 11月 30日」以前と設定する。 

 

 

 

 

 

１
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「2012年11月30日」以前の公開日が入力された後、検索スペースの下部にある「search」をクリック

する。 

 

 

上記検索により次に示すような検索結果画面が表示される。 

２
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検索結果画面では、代表図および書誌情報が一覧形式で表示されているため、これらの HIT文献を 1

件ずつ確認することで無効資料調査を行うことができる。なお、今回のケースでは対象意匠に類似する意

匠を見出すことはできなかった。 

 

◆まとめ 

WIPO が提供する Global Design Database を利用すれば、米国意匠を検索することができる。また、

検索結果は代表図と共に一覧形式で閲覧できる。 

 

 

 

 

 

 

米国意匠を対象に無効資料調査を行う場合、米国意匠分類による検索、登録

日での限定や代表図の一覧表示が可能なGlobal Design Database を利

用することが望ましい。 

無効資料調査の場合、日付（公開日）の限定をしたうえで、米国意匠分類を

設定することが重要である。 

Point 


